
【目指す学校像】

【目指す児童・生
徒像】

【目指す教師像】

中期経営目標

№ 三つの柱 基本施策 今年度学校で重点を置く「具体的施策」
（令和８年度までの

３年間）
取組指標 成果指標 取組 成果 評価 コメント

1
Ⅰ　人権尊重の精
神の涵養と健やか
な心と体の育成

個性を認め合う教育の涵養 人権尊重教育の推進

生徒のいる学年、学級
が「自己有用感のある
場、互いを認め合う
場」になるような魅力
ある学校を目指す。

○自己理解、他者理解の授業を
行う。
○学校全体で、互いを称えあう
集会を行う。
○生徒主体の行事の運営を行
う。

○「先生は自分の認め大切にし
てくれている」の生徒評価を９
０％以上とする。
○「中央中は生徒主体になって
委員会、部活動、行事を行うこと
ができる」の生徒評価を８０％以
上とする。
○「学校は居心地がよい」の生
徒評価を８０％以上とする。

4 4 4
○生徒が自主的に生活の改善を図ることが課題である。生徒会等のリーダーへの働き
かけを行い、生徒の主体的な活動となるよう働きかける。
○行事のあり方、きまりのあり方、学級のあり方を生徒の意見を取り入れ、よりよい場と
していく。

2
Ⅰ　人権尊重の精
神の涵養と健やか
な心と体の育成

個性を認め合う教育の涵養 不登校問題への対応

誰一人取り残さない不
登校生徒未然防止と
不登校生徒への対応
を行う。

○相談しやすい環境づくりを行
う。
○校内に不登校生徒のための
自習室を設置する。
○外部機関との関係をもたせ
る。
○早期対応ができるよう校内委
員会を月２回開催する。
○hyperQUを１年生で実施する。

○「困った時は先生やスクールカ
ウンセラーに相談できる」の生徒
評価を７０％以上とする。
○不登校の生徒に対して、校内
では自習室、登校支援員、校外
ではＳＳＷ、学習適応指導教室
をつなぎ学習支援を行う生徒を１
００％とする。

4 4 4
○教室に入ることが困難な生徒の居場所として、別室（自習室）を設け、安心の場を提供
する。その際、学習活動に取り組めるよう生徒自身が用意する教材、学習プリント、eライ
ブラリーから課題をもち、取り組みを支援する。
○不登校が生じた場合には、校内だけでなくスクールカウンセラー、市の機関であるＳＳ
Ｗ等につなげ孤立させない対応をとる。

3
Ⅰ　人権尊重の精
神の涵養と健やか
な心と体の育成

規範意識や他人を思いやる心を
育む教育の推進

道徳教育の充実

生命を大切にする心、
他人を思いやる心、規
範意識を育む教育を
充実させる。

○道徳授業地区公開講座の充
実
○タブレット端末を活用した授業
展開
○自らよく考え、判断し、自己決
定する力を身に付けさせる。

○「人が困っているときにはすす
んで助ける」の生徒評価を９０％
以上とする。
○「仲間に対して思いやりの行
動をとった」の生徒評価を９０％
以上とする。

4 4 3
○特別の教科道徳では、学年教員全員で取り組み、「思いやり、感謝の心」を育んでい
く。
○道徳授業地区公開講座では、多くの保護者が参加できるよう東京都の示す資料を活
用し取り組む。

4
Ⅰ　人権尊重の精
神の涵養と健やか
な心と体の育成

個性を認め合う教育の涵養 いじめ問題への対応
生徒会活動を中心に
いじめ防止を学校全
体として取り組む。

○情報モラル教育、SNS学校
ルールをもとに家庭ルールを作
成していく。
○年３回「いじめ」に関する校長
講話、授業を行う。
○学期毎にアンケートを行う。
○生徒会活動でいじめ防止の運
動を行う。、

○「いじめはどんなことが理由が
あってもしてはならない」の生徒
評価を１００％とする。
○「中央中はいじめを許さない学
校である」の生徒評価を９０％以
上とする。

4 3 3
○年度当初に保護者、生徒に対し、本校の「学校いじめ防止基本方針」を説明し、いじめ
を許さない学校の姿勢を示す。また、保護者、生徒には「いじめの定義」について説明し、
いじめが生じたときの学校の対応について協力を得る。
○年度当初の保護者会にて、ＳＮＳによる学校のトラブルがあること、保護者が生徒のス
マホの管理を行える環境づくりについて協力を得る。
○情報モラルやいじめ防止の道徳授業を行い、生徒同士での共通認識を図る。

5
Ⅱ　人生を切り拓
き、社会を創る確
かな学力の育成

確かな学力の育成
個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実

東久留米スタンダード
（学習指導編）に基づ
く中央中授業スタイル
を確立する。

○１時間の授業では、課題を明
示し、生徒が主体的に学習し、振
り返るスタイルとする。
○年３回タブレット端末を活用し
た研究授業を行う。
○習熟度別の数学授業によって
基礎学力を定着させる。

○「授業は生徒の活動が中心に
なっている」の生徒評価を１０
０％にする。 4 3 3

○東久留米スタンダードの授業スタイルは定着してきた。その上で、生徒自身が自己の
学習課題を自覚し、個別最適の学習ができるよう研修を深めていく。
○単元テストは、高評価を得ている。教科の特性を生かし、単元テストによってどの程度
基礎的な学習内容が理解できているかを教員も生徒も分かり、学習の改善を図る。

6
Ⅱ　人生を切り拓
き、社会を創る確
かな学力の育成

確かな学力の育成
連携・協働による教育活動の推
進

東久留米スタンダード
（家庭学習編）を活用
し自律した学習者を育
成する。

○eライブラリーの活用を推進す
る。
夏季休業中、冬期休業中を重点
期間とする。
○定期考査前は家庭学習計画
表の指導を行う。
○定期考査前、単元テスト前は、
１年６０分、２年９０分、３年１２０
分の家庭学習時間の目標を達
成させる。

○定期考査前、単元テスト前は、
学年の家庭学習時間は学習した
とする生徒を８０％以上とする。 4 3 3

○生徒が自宅において学習する週間を身に付けさせることが課題になっている。帰宅後
に生徒が授業を振り返り、学習するよう5教科から始める。
○家庭学習をすすめる手立てとして、定期考査とともに単元テストの取り組みにより、家
庭での課題を明らかにしていく。

7
Ⅱ　人生を切り拓
き、社会を創る確
かな学力の育成

国際社会の担い手を育む教育
の推進

グローバルに活躍できる人材の
育成

言語活動の充実によ
りコミュニケーション能
力育成を図る。

○１時間の授業の中で、話し合
い、考えの共有の時間を設け
る。
○英語では、日常の生活を題材
にした会話を取り入れる。
○スピーキングテストに応じた学
習を行う。

○「授業では自分で考え、友だち
と話し合い、分からないことが解
決できる」の生徒評価を８０％以
上とする。 4 4 4

○自分の考えを表明できる学級の環境づくりをすすめる。また、発言だけでなくタブレット
での書き込みによる意見交流を取り入れ自信をもたせる。
○英語の授業においては、スピーキングテストを意識し、話す時間を確保する。

8
Ⅲ　時代の要請に
こたえる信頼され
る学校づくり

持続可能な指導体制の整備 組織体としての学校機能の強化

学校評価を活用した
学校経営の継続的な
改善と教員の「働き方
改革」を推進する。

○７月に生徒授業評価、１１月に保護
者、生徒学校生活アンケートを実施す
る。
○年３回の学校評議員会を行う。
○年６回の学校公開でアンケートを実
施する。
○アンケート、調査関係のデジタル化
を図る。
○定期考査前の定時退勤、休暇の促
進
○月１回は定時退勤を進める。

○ライフワークバランス調査の満
足度を７０％以上とする。 4 2 3

○超過勤務時間の抑制が図れるように、仕事のマニュアル化、資料の電子化により業務
を単純化する。
○一人で仕事を抱え込むことのないように周囲で声をかけ、チーム学校で取り組む。

10
Ⅲ　時代の要請に
こたえる信頼され
る学校づくり

質の高い教育の基盤となる環境
の整備

ＩＣＴ環境の整備
一人１台端末の効果
的な活用法による学
びの充実を図る。

○資源の節約を図る。
○ソフトの活用を研究する。
○生徒のタイピングスキルを伸
ばす。
○日常的なタブレット端末の活用
を推進する。

○生徒総会議案書、立会演説会
資料など生徒会の資料を電子
データとする。
○タブレット端末を活用できる教
員を１００％とする。

4 4 4 ○紙の良さとデジタルの良さを確認し生かしていく。
○会議の紙の使用をできるだけ削減する。

共に生きる喜びをつかもう
〇進んで学ぶ
〇人を思いやる
〇体力をつける
行動目標　：　自主　・　自律　・　自治　・　表現

●市の研究推進校として、情報活用能力の育成を目指し、タブレット端末を活用し、生徒が主体的に学ぶ教育活動を推進できた。
●不登校生徒の増加に対応して、別室登校や外部機関との連携を深め外部との関係を持たない生徒が減少した。
●生徒の居場所、自己有用感のある学校づくりを進めていくことが課題である。

○運動会、合唱コンクールに
おいて一人一人役割をもた
せる達成感のある取組みを
行う。
○学級経営において、生徒
の特性に応じた委員会、係
活動を通して、教員、生徒同
士での認め合い、称えあう人
間関係を築く。

○相談できる場も必要だが、教
師の側からの声かけもお願いし
たい。

○運動会、合唱コンクール等の
行事では、クラスの団結が感じ
られた。

○いじめが多いとの声がある。
現状はどうなっているのか心配
である。学校の指導をお願いし
たい。

○不登校の理由にいじめはない
のか。先生の関わりも大変だ
が、期待したい。

○相談できる場があることは安
心である。

○いじめの対応はどうなってい
るのか。保護者への周知もお願
いしたい。

○魅力ある学校づくりを行
う。

○重点項目を「主として人と
の関わりに関すること「思い
やり・感謝」として「考え・議論
する」道徳を実現する。

人に対して親切な行為を心
がける生徒の育成を図る。

○全ての教育活動にタブレッ
ト端末の活用を取り入れる。

タブレット端末を活用し、生
徒の活動を中心にした学び
を推進する。

学年の家庭学習時間の目標
を達成する。

授業における活動の中に、
話し合い活動を取り入れ考
えの共有を図る。

学校評価を活用した学校経
営の継続的な改善と教員の
「働き方改革」を推進する。

令和６年度　東久留米市立 学校評価報告書

前年度までの学校経営
上の成果と課題

東久留米市第３次教育振興基本計画 自己評価

学校教育目標

教
育
ビ
ジ

ョ
ン

○生徒、保護者の人権・安心・安全が守られる学校　○生徒が日々の教育活動で夢や希望をもって生活できる学校　○生徒一人一人に生きる力をはぐくむ学校

○思いやりをもって仲間づくりをする生徒　　　　　 ○自他を理解し、認め合う生徒
○スモール・ステップで目標を達成できる生徒　　 ○自分で考え、仲間と学び合う生徒

○生徒の良さを認め、自ら声をかけ、生徒一人一人を大切にする教師　○人権尊重の理念を理解し人権教育を推進する教師
○チーム中央中で情報を共有し課題解決できる教師

短期経営目標 評価指標・評価基準 学校関係者評価
次年度の方策

（１年間）

人権尊重の精神を基調として、
豊かな人間性と社会性を培い、
自主・自律・自治の精神に満ち、
かつ培った力を存分に表現し、
喜びをもって自他共に生きること
ができる生徒の育成を図る。そ
のために次の目標を定める。


